


予算総額 約93億円 （対前年度比＋約3億円 ＋3.3％）

【収入】
下水道使用料 約18億9689万円
（対前年度比＋約4億8780万円 ＋34.6％）

【支出】
公共下水道整備事業費 約21億3311万円
（対前年度比＋約1億4397万円 ＋7.2％）

全会計当初予算

総額約906億円

（対前年度比－約31億円 -3.3％）

[ 一般会計当初予算額構成比 ]
（単位：百万円）○ ICT推進事業 … 4億6702万円

○ 防犯対策事業 … 4058万円
○ テレワーク試行事業 … 291万円

２
民生費

６
教育費

７
公債費

○ 保育所等給食費補助事業 … 4191万円
○ 子どもの貧困対策事業 … 1901万円
○ 病児病後児保育事業 … 1,580万円
○ 公民連携こどもの居場所事業

（こどもLOBBY） … 506万円

１
総務費

３
衛生費

４
商工費

５
土木費

○ クリーンセンター施設棟運転維持管理事業 … 10億9765万円
○ リサイクルプラザ施設運転維持管理事業 … ３億4438万円
○ ごみ収集運搬事業 … 3億1678万円
○ 健診・各種がん検診等事業 … １億1680万円

○ 中小企業サポートセンター運営事業 … 2370万円
○ 消費生活相談事業 … 2121万円
○ 女性雇用環境整備補助事業 … 510万円

○ 住宅市街地総合整備事業 … 37億2122万円
○ 大阪モノレール門真市駅・

（仮称）門真南駅間新駅設置事業 … 4064万円
○ エリアマネジメント推進事業 … 775万円
○ 「万博の桜2025事業」促進事業 … 101万円

○ 学力向上に関する事業 … １億2937万円
○ 小学校施設整備（トイレ改修）事業 … 1億2438万円
○ 学校適正配置推進事業… 7370万円
○ GIGAスクール構想推進事業… 2780万円

○ 市債元金償還金 …44億5584万円

○ 市債利子 …3億1640万円

予算総額 約150億円 （対前年度比▲約8億円 ▲ 4.8％）

【歳入】
国民健康保険料 27億5934万円
（対前年度比▲約6175万円 ▲ 2.2％）

【歳出】
保険給付費 102億3330万円
（対前年度比▲約8億1930万円 ▲ 7.4％）

予算総額 約48億円 （対前年度比＋約1億円 ＋2.8％）

【収入】
水道料金 約23億3904万円
（対前年度比▲約2億86万円 ▲7.9％）

【支出】
配水設備改良費 約3億9158万円
（対前年度比＋約7836万円 ＋ 25.0％）

主な特別会計（国保・後期）

国民健康保険事業特別会計

予算総額 約19億円 （対前年度比▲約１億円 ▲ 2.6％）

【歳入】
後期高齢者医療保険料 13億6280万円
（対前年度比▲約3,593万円 ▲ 2.6％）

【歳出】
後期高齢者医療広域連合納付金 18億6763万円
（対前年度比▲約5221万円 ▲ 2.7％）

後期高齢者医療事業特別会計

公営企業会計（水道・公共下水道）

水道事業会計 公共下水道事業会計

1 2
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転入者・転出者アンケートから みた門真市の課題について

アンケート概要について
調査目的

門真市への転入者や門真市からの転出者に対して、直接アンケートを
実施することで、移住定住の観点から、本市が今後取り組むべき課題や
魅力を適切に把握することを目的に実施しました。

実施概要
●対象者：市民課窓口において、転入及び転出する市民
① 転入者（市外から門真市へ転入される方）、② 転出者（門真市から市外へ転出される方）
（なお、代理人等にはアンケート用紙を配布しないこととした。）

●アンケート内容：転入者及び転出者に各10問の任意アンケート
●実施手法：住民異動届を受け付ける際にアンケート用紙を配布し、アンケート回答箱へ投函。
●回答者：転入者 640人（12.0％）、転出者 643人（11.3％）（延べ人数、（）内は回答者
の割合）

本アンケートの結果については、各種事業運営の参考とすることや今後の
予算編成において参考として活用していくこととして作成しました。

結果の活用について

結果①（門真市での転入・転出のきっかけ）
「転入のきっかけ」から「転出のきっ
かけ」の割合を引くことで、門真市の
転入・転出の原因を分析しました。

（※数値は「転入のきっかけ」の割
合から「転出のきっかけ」の割合を引
いた数値を示しています。）

👉住宅の広さや間取り、価格
👉会社都合（転勤や配置換え）
による異動

👉家庭の事情等による家庭の都合

門真市に転入するきっかけ

門真市から転出するきっかけ

👉結婚、出産、持ち家の取得等
👉就職による転居
👉高校・大学の進学や学校の
都合による転居

「転入理由」から「転出理由」
の回答数を引くことで、門真市
の「強み」及び「弱み」を分析し
ました。

（※数値は「転入理由」の回
答数から「転出理由」の回答
数を引いた数値を示していま
す。）

「弱み」の部分は、市民から
みた門真市の課題として捉え、
これから改善するべきポイント
を示しています。

治安 街並み・都市基盤

子育て環境 学校・教育

●市民から特に課題であるとの意見が多い４項目

👉この４項目に対し、門真市がこれまで取り組んできたこと

・防犯カメラ（公園や住宅地等）の設置
・防犯灯のLED化や防犯啓発活動の補助
・交通安全施設整備

・空き家対策 ・木造住宅建て替えの補助
・公園整備・緑化推進 ・エリア開発
・延焼遮断空間の確保 等

・幼児教育の推進 ・子育て世帯への支援
・各支援施設の運営 ・子どもの貧困対策
・待機児童の改善 等

・学力向上の推進 ・学校のICT環境整備
・グローバル人材育成 ・学校施設の営繕
・相談体制の強化 等

●市民からいただいた自由意見にも「治安が悪い」や「待機児童が多い」との意見が散見。しかし、実際は…

👉刑法犯認知件数は平成17年のピーク時（4,516件）と比べ、現在は約1/4（1,086件）であり、治安改善
👉市内のひったくり件数が令和３年１月末時点で令和２年度の件数が「０」。
👉待機児童については、令和元年度当初及び令和２年度当初は「0人」であり、待機児童はほぼ解消。

これら市の取組や成果を周知することで、地域・まちのイメージを改善し、
門真市の転出抑制及び移住の促進につなげていく

結果②（市民から見た門真市の強み・弱み）

調査期間
平成30年10月１日から令和元年９月30日まで



令和３年度 主要事業（抜粋）

〇子どもの居場所づくり ●事業概要：子どもの居場所「子どもＬＯＢＢＹ」を開設し、子どもの非認知能力を高
めるための学習プログラムを提供し、隣接される株式会社海洋堂等との連携による子ど
もへのキャリア教育の場としても活用するなど、子どもを中心とした支援を実施します。

子育て分野

〇保育士等が働きやすい環境整備

●事業概要：全国的に不足する幼稚園教諭及び保育士等の安定的な確保や雇用の
定着を図るため、保育士等への宿舎借り上げを支援し、保育士等が働きやすい環境を
整備していきます。

教育分野・地域教育振興分野
〇児童・生徒の学力向上 ●事業概要：教育委員会と学校現場の教職員が一体となり学力向上の取組を

推進し、全国学力学習状況調査での全国平均超えをめざします。
令和2年度に学校の校内無線ネットワーク環境を整備し、児童生徒一人一人が
活用できるパソコンを整備しました。令和３年度は、AIドリルなど整備されたパソコ
ンを使った運用を開始します。
また、令和７年度の完成をめざす小中一貫校をはじめ、学校の再編・統合を含め
た新たな学校づくりを進めます。

〇学校施設と教育環境の整備
●事業概要：児童が楽しく充実した学校生活が送れるよう、老朽化が著しく進
んでいる小学校のトイレの改修や小中学校の空調設備を更新します。また、給
食棟の空調設備の設置に取り組み、快適で衛生的な教育環境の整備を進め
ます。

まちづくり分野・危機管理分野
〇生涯学習複合施設の建設に向けた取組

●事業概要：京阪電鉄古川橋駅北側の生涯学習複合施設の管理運営を行う指定管理
者の予定候補として選定したカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社とともに、アンケート
やワークショップを実施します。また、古川橋駅周辺の道路や交流広場等の公共施設整備
と併せて快適な居住環境を整備します。

〇エリア価値の向上による魅力あるまちづくり

●事業概要：門真市駅周辺の賑わいの創出やエリア価値の向上をめざすためのエリアリノベー
ションの取組を推進するとともに、古川橋駅周辺では、地域が主体となり、本市参画のもと
様々な人材が集積する組織を構築するエリアマネジメント活動を進め、魅力あるまちづくりを
進めます。

〇充実した憩いの空間となる公園の整備

●事業概要：今ある公園に「役割」や「機能」を持たせ、公園をより楽しく、充実した憩いの空
間へと変えていくための計画を策定するにあたり、市民によるワークショップ等に取り組みます。

〇災害に強い安全・安心なまちづくり

●事業概要：北部地域の地震時等に著しく危険な密集市街地においては、延焼危険性を効
果的に低減できる箇所を明らかにし、延焼遮断空間の確保や耐火建築物等の建替え促進
等を実施し、まちの不燃化に向け、計画的に推進します。さらに、中町地区の防災機能を有
する公園整備や泉町・松葉北地区の旧北小学校跡地を活用し、公民連携によるまちづくり
を検討します。

〇協働・共創での文化芸術活動の推進

●事業概要：市民が身近に文化芸術に触れるよう、発表できる機会を創出することで
文化への関心を深め、文化芸術活動を支援していきます。
また、「ホームタウンパートナー協定」を締結した公益財団法人関西フィルハーモニー
管弦楽団による児童生徒の鑑賞機会や市民への公開練習等を実施します。

👉 担当課：こども政策課 連絡先：06-6902-6095
事業費合計：2407万円 予算書 Ｐ.258～261

５ ６

(C)s.yamamoto

👉 担当課：保育幼稚園課 連絡先：06-6902-6757
関連事業の事業費合計：581万円 予算書 Ｐ.278～279

👉 担当課：教育企画課、学校教育課 連絡先：06-6902-5779、06-6902-7042
関連事業の事業費合計：1億263万円 予算書 Ｐ.468～469、Ｐ.472～473、Ｐ.500～501

👉 担当課：教育総務課 連絡先：06-6902-6082
関連事業の事業費合計：1億5,772万円 予算書 Ｐ.504～509、Ｐ.516～517

👉 担当課：生涯学習課 連絡先： 06-6902-7139
関連事業の事業費合計：54万円 予算書 Ｐ.160～161、Ｐ.534～535

👉 担当課：地域整備課 連絡先：06-6902-6311
関連事業の事業費合計：37億1,937万円 予算書 Ｐ.442～449

👉 担当課：道路公園課 連絡先：06-6902-6603
関連事業の事業費合計：5433万円 予算書 Ｐ.438～441

👉 担当課：都市政策課、地域整備課 連絡先：06-6902-6238、06-6902-6311
関連事業の事業費合計：1844万円 予算書 Ｐ.418～421

👉 担当課：生涯学習課、図書館、地域整備課 連絡先：06-6902-7139、06-6908-2828、06-6902-6311

関連事業の事業費合計：21億378万円 予算書 Ｐ.442～445、Ｐ.534～535、Ｐ.548～549

門真市の課題に対して、「新しい門真へと変化 し、成長している」と市民に実感いただく６分野

産業分野
〇企業の設備投資を柔軟にするための環境整備、企業間連携の活性化及び市内産業の支援

●事業概要：工業立地法では、工場敷地内に一定の割合で緑地等の環境施設を整備が
必要ですが、市で条例を定めることで、環境施設等の面積率を緩和し、老朽施設等の建
替え等をより柔軟に実施できるようにし、企業活動の促進につなげていきます。このほか、外
部の人が工場を見学することで、企業支援や地域理解につながるオープンファクトリーの開催
を支援します。

👉 担当課：産業振興課 連絡先：06-6902-5966
関連事業の事業費合計：４万円 予算書 Ｐ.384～387

※写真はイメージです。

「ウィズコロナ」及び「ポストコロナ」に向けた取組

①感染症の拡大防止

※写真はイメージです。

⑴いのちを守る医療提供体制の整備
⑵感染拡大の防止と収束に向けた取組み

②くらしと経済を支えるセーフティネットの強化 ⑴生活とくらしを守り、安心安全を確保
⑵雇用の維持と事業の継続

③危機を乗り越え未来をつくる ⑴内外の消費需要を喚起する取組み
⑵未来に向けた持続可能な社会経済の構築

👉 新しい生活様式を定着させ、感染拡大防止と経済再生の両立を図っていく「ウィズコロナ」や「ポスト
コロナ」の観点を踏まえ、市民のいのちと暮らしを守り抜くため、総合的な取組を進めます。

〇新型コロナウイルスワクチン接種

👉 令和３年４月を目途に65歳以上の方から順次ワクチン接種を実施予定。

〇新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、感染症拡大防止対策・経済対策を実施

※写真はイメージです。

〇防犯体制を強化し、安全で安心して住めるまちづくり

👉 担当課：危機管理課、教育総務課 連絡先：06-6902-5812、06-6902-6082

関連事業の事業費合計：4,065万円 予算書 Ｐ.154～155、Ｐ.542～543

●事業概要：犯罪の発生と近隣住民の被害を未然に防ぐため、自治会や防犯協議会等の
団体に防犯カメラやLED防犯灯設置の補助を行うとともに、門真警察署などの関係団体と連
携し、防犯キャンペーン等の啓発イベントやひったくり防止カバーの配布等を実施します。 ※写真はイメージです。
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[ 一般会計当初予算額の推移 ]

[ 基金繰入金当初予算額の推移 ]
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